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こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
地
震
で
は
、
我
孫
子
市
の

水
道
施
設
も
市
内
各
所
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
一時
、

断
水
等
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
一部
の
地
区
で
は
仮
復
旧
の
状
態

で
す
が
、現
在
は
、市
内
全
域
で
復
旧

を
完
了
し
ま
し
た。

し
か
し
、
余
震
や
原
発
事
故
に
伴

う
放
射
性
物
質
に
よ
る
影
響
な
ど
、

今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
水
道
局
で

は
、皆
様
の
安
全
・安
心
を
第
一に、
北

千
葉
広
域
水
道
企
業
団
及
び
近
隣
水

道
事
業
体
と
連
携
・協
力
し
、
放
射
性

物
質
の
影
響
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。

放
射
性
物
質

水
道
局
の
対
応

3
月
幻
自
に
東
京
都
に
お
い
て
、

江
戸
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
金
町
浄

水
場
の
水
道
水
か
ら
、
高
濃
度
の
放

射
性
ヨ
ウ
素
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、乳
児
を
対
象
に
摂
取
制
限
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

水
道
局
に
お
い
て
も
、こ
の
報
道
を

受
け
て
、
同
じ
江
戸
川
か
ら
取
水
し

て
い
る
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
か

ら
の
水
道
水
を
給
水
し
て
い
る
我
孫

子
天
王
台
地
区
(地
区
別
一覧
表
参
照
)

の
O
歳
児
を
対
象
に
、
μ日
午
後
ベ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
各
戸
配
布
を
行
い
ま
し

た。
ま
た
、
湖
北
台
浄
水
場
の
水
源
を

Mm
田
辺
時
よ
り
1
0
0
%
地
下
水
に

切
り
替
え
、
水
道
局
に
お
い
て
、
お
日

か
ら
お
日
ま
で
、
地
下
水
を
水
源
と

す
る
水
道
水
を
乳
児
の
い
る
家
庭
を

対
象
に、
給
水
車
に
よ
る
応
急
給
水

を
行
い
ま
し
た
。

-
今
後
の
対
応

水
道
局
で
は
、再
度
、
水
道
水
か
ら

の
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
数
値
が
食
品
衛

生
法
に
基
づ
く
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
暫

定
的
な
指
標
値
を
上
回
り
、
乳
児
の

飲
料
水
に
適
さ
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
次
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

①
湖
北
台
浄
水
場
の
水
源
を
1
0
0

%
地
下
水
に
切
り
替
え
る
。

②
水
道
局
(
妻
子
原
浄
水
場
)
で
、我
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吋、込

の
対
応

孫
子・
天
王
台
地
区
の
乳
児
の
い
る
家

庭
に
対
し
優
先
的
に
応
急
給
水
を
行

』つ
。

①
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
の

情
報
を
迅
速
に
市
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
す
る
。
(
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
緊
急

の
場
合
に
は
防
災
無
線
、広
懇
阜
な
ど
)

.
水
道
局
か
ら
の
お
願
い

降
雨
時
に
お
い
て
は、

一時
的
に
北

千
葉
の
水
道
水
中
の
放
射
性
物
質
の
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地
区
別
一覧
表

上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
た
め、

事
前
に
水
道
水
の
く
み
置
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

{く
み
置
き
の
方
法
}

①
ふ
た
の
で
き
る
清
潔
な
容

器
(
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
)
を
準

備
す
る
。

②
容
器
の
注
ぎ
口
ま
で
入
れ
、

空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
ふ

た
を
す
る
。

③
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
冷
暗
所

(
冷
蔵
庫
等
)
で
保
管
す
る
。

※
水
道
水
に
含
ま
れ
る
塩
素
消
毒
効

果
は
3
日
程
度
で
す
。

※
浄
水
器
を
と
お
し
た
水
道
水
は
、

塩
素
消
毒
効
果
が
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

北
千
葉
広
場
水
遺
企
業
団
の
対
応

。
放
射
性
物
質
の
分
析
機
器
の
早

期
整
備

放
射
性
物
質
の
測
定
に
は
、
専
用

の
分
析
装
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
企
業
団
自
ら
が

測
定
す
る
と
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、外
部
の
専
門
機
関
に
こ

の
測
定
業
務
を
委
託
し
、
測
定
結
果
が

判
明
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
報
道
機

関
へ
の
情
報
発
信
に
よ
り
地
域
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
が
、現
状
、
測
定
結
果
の
判
明

ま
で
に
約
2
日
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

企
業
団
で
は
、
迅
速
な
測
定
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
分
析
機
器
類
を
で

き
る
だ
け
早
く
整
備
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

@
当
面
の
降
雨
時
の
対
応

降
雨
時
に
は
、
水
道
水
中
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
、
次
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

①
活
性
炭
注
入
強
化

②
凝
集
沈
澱
処
理
強
化

③
状
況
に
応
じ
た
取
水
停
止

@
放
射
性
物
質
の
測
定
結
果

4
月
3
日
に
、
採
水
し
た
「浄
水
」

の
放
射
性
物
質
の
分
析
結
果
は
、
左

記
の
と
お
り
で
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

採
水
日

・平
成
お
年
4
月
3
日

午
前
8
時

放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
は
、
と
も
に
検
出
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

浄
水
(
水
道
水
)
の
と
れ
ま
で
の
放

射
性
ヨ
ウ
素
1
3
1
の
分
析
結
果
は、

左
記
の
と
お
り
で
す。

明
一袖
一環

一袖

3月30日

3月31日

4月1日

4月2日

4月3日

110ベクレル

33ベクレJレ
14ハ;クレJレ

不検出

不検出一一一一一一一一一 1キログラムあたり

100ベクレル

1キログラムあたり

300ベクレル

食品衛生法に基づく乳児の飲用に関宮る

放射性ヨウ素の暫定的な指標値
ド ===
原子力安全委員会が定めた飲食物摂取

制限に関する股射性ヨウ素の指標値

(北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
)

計
闘
停
電
へ
の
対
応

れ ま た
た東すめ水
場京。 zd道

合電 荏局
は 力 、で
、の水は

非計 圧、
常画 を 節
用 停 少電
発 電 Lに
需 が 下 協
機実 げ 力
に施 てす
よさ いる

り
給
水
を
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
燃

料
の
節
約
を
図
る
た
め
、
水
庄
が
さ

ら
に
下
が
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
節
水
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。な

お
、
水
圧
が
下
が
る
と
水
道
水

の
勢
い
が
多
少
弱
く
な
る
こ
と
や
、
配

管
内
の
さ
び
に
よ
る
赤
い
濁
り
水
な

ど
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が、
し

ば
ら
く
流
す
と
解
消
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
施
設
の
被
災
及
び
復
旧

被
災
状
況
に
つ
い
て
は
、
根
戸
、
我

孫
子
、
若
松
、
布
佐
、
都
地
区
で
配
水

管
や
給
水
管
が
破
損
し
、
漏
水
が
発

生
し
た
た
め
、
1
9
1
戸
を
対
象
に

復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
戸
建、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
、宅

内
配
管
や
貯
水
槽
な
ど
の
破
損
に
よ

り
、
漏
水
や
断
水
が
多
数
発
生
し
ま

し
た
。復

旧
状
況
に
つ
い
て
は
、現
在
、
一部

仮
復
旧
箇
所
(
都
地
区
)
を
除
き
、
3

月
行
日
を
も
っ
て
、
ほ
ぼ
正
常
な
状
態

に
復
旧
し
て
い
ま
す
。

浄
水
場
施
設
に
つ
い
て
は
、
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
@

復旧工事の様子
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大
地
震
の
後
で
あ
る
と
と
か
ら
、

各
家
庭
の
水
道
施
設
に
も
損
傷
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ

も
と
比
べ
て
水
道
の
使
用
量
が
増
え

た
り
、
使
用
し
て
い
な
い
の
に
水
道
メ

ー
タ
が
動
い
て
い
る
よ
う
な
時
は
、

次
の
要
領
で
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
漏
水
の
確
認
方
法

①
家
の
じ
ゃ
口
を
す
べ
て
閉
め
る
。

②
水
道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
て

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
回
転
し
て
い

る
か
確
認
す
る
。

少
し
で
も
回
転
し
て
い
る
よ
う
な

ら
、
敷
地
内
の
ど
乙
か
で
漏
水
し
て

い
る
の
で
、
お
近
く
の
我
孫
子
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
(
左
記
参

照
)
ヘ
連
絡
し
、
修
理
を
し
て
く
だ
さ

asu 

漏
水
を
放
っ
て
お
く
と
、
水
道
料

金
も
高
く
な
り
、
建
物
へ
の
影
響
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
お
早
め
に
修
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同
住

宅
に
お
住
ま
い
の
場
合
は
、
建
物
の

我孫子市指蹴水装置工事事業者(市内)222持 3月末

tn:;之主主 正:1 lL~jr.it，;唾1l司 [li.f1ヨ

(有)玉田電機水道工業 白山1丁目15-18 7182-2018 

(縁)アオイ 緑1丁目11-24 7182-3101 

(有)我孫子設備 本町3丁目6-1 7182-8111 

渋谷産業側 本町3丁目6・17 7184-7771 

(有)渋谷総合設備 我孫子1丁目14-6 7184・3330

(権)クラシアン 我孫子4丁目4・3 7185・8451

(有)嶺芹設備工業 寿2丁目7・7 7182・3940

(練)島田管工 栄39・1 7182・0171

(有)渡辺住設 並木9丁目7・3 7182・8433

(棟)我孫子水道メンテナンス 天王台6丁目5・15 7182・5995

(有)ウォーター・スフライト 天王台6丁目ら3 7183-2245 

マルゼン工業 柴崎台2丁目13-22 7182-9566 

力、くみや水道庖 東我孫子2丁目34-14 7149・0269

(有)渡辺管工事 下ヶp438-1 7184-4111 

(有)中野設備工業所 湖北台1丁目3-1 7188・0751

(有)光設備工業 湖北台5丁目4-21 7188・0285

(有)秀和設備 中峠台27・23 7149・4040

和設備 中峠3048-28 7187・5176

(繰)菊池設備工業 中峠3050・4 7188・2325

染谷建築設備 古戸577・1 7188・2069

ニ津和工業(稼) 新木1966ぞ1 7199-2781 

(有)渋谷電織水道設備 南新木2丁目22-1 7188-9131 

丹羽工業側 布佐845・1 7188-7271 

(有)成島設備 布佐2263・5 7189-1211 

(有)中島 布佐2820・58 7189・2952

(稼)ライフィット 布佐3398 7189・2921

(有)松島甚五郎筒庖 都13・10 7189・2100

所
有
者
、
管
理
者
や
管
理
会
社
に
連

絡
し
て
下
さ
い
。

-
漏
水
修
理
の
負
担
範
囲

漏
水
修
理
の
負
担
範
囲
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て

設
け
ら
れ
た
給
水
装
置
に
係
る
止
水

栓
き
ょ
う
(
丸
い
筒
状
の
も
の
)
内
の

給
水
管
ま
で
と
水
道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク

ス
内
の
給
水
管
は
水
道
局
が
修
理
を

行
い
ま
す
。
乙
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、

お
客
様
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
(
下
の

負
担
範
囲
図
を
ご
覧
下
さ
い
)

ま
た
、
宅
地
内
に
設
け
ら
れ
て
い

る
止
水
栓
き
ょ
う
(
丸
い
筒
状
の
も
の
)

及
び
水
道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
破
損

等
に
よ
る
交
換
な
ど
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
お
客
様
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
漏
水
の
応
急
手
当
の
仕
方

業
者
が
修
理
に
お
伺
い
す
る
ま
で

の
あ
い
だ
、
応
急
手
当
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

。
水
道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ

る
止
水
栓
で
水
を
止
め
て
下
さ
い
.

0
止
水
栓
が
ハ
ン
ド
ル
の
場
合
は
、
右

に
ま
わ
し
て
水
を
止
め
て
下
さ
い
。

。
止
水
栓
が
レ
バ
ー
の
場
合
は
、
レ
バ

ー
の
動
く
方
向
に
動
か
し
て
水
を
止

め
て
下
さ
い
。

[負担範囲図]

総氷管

市外の指定f8水装置工事事業者については、お問い合わゼいただくか、

我孫子市水道局のホームページをご覧下さい.

〈問い合わせ〉工務課・給水担当
lR (7184) 0162 

東北地方太平洋沖地震に伴う漏水水量の減免申請について

このたびの地震で給水装置が壊れ、宅内漏水のあったお客様を対象に増加した

水量の減免を行います。申請される方は、次の手続きをお願いします。

。減免申請手続きについて

宅内漏水を 「我孫子市指定給水装置工事事業者」に依頼して修繕をして下さい。

減免申請書に我孫子市指定給水装置工事事業者が作成した「修繕報告書Jを必

ず添付し、水道局お客様センターへ申請して下さい。申請書類は、我孫子市水道

局お客様センターの窓口に用意してあります。

。減免申請書の受付締切日

平成23年 5月 13日までに申請をお願いします。

0減免申請書の提出先

〒270・1166 我孫子市我孫子 1684番地

電話 04・7184・0116

。減免水量の算定について

以下の 1.または2.の計算で得た水量を減免水量とします。

1 .平成23年 4月検針水量から前3ヶ月(平成23年 1月から 3月)および平成

22年 4月の使用水量の平均水量を減した後の残水量

2.使用実績が 1年未満の場合は、平成23年 4月検針水量から前3ヶ月(平成23

年 1月から 3月)以内

または千麦3ヶ月 (5月

から 7月)以内の使用

水量の平均水量を減し

た後の残水量

なお、水道料金と併せ

て下水道料金を納めてい

る方は、下水道料金も減

免の対象とします。

平成23年度水道事業会計予算

平成23年度は、耐震化計画に基づき、妻子原浄水場浄

水池の耐震補強工事及び湖北台浄水場配水池の耐震化工事

基本設計、老朽配水管の耐震化更新工事、配水管拡張工事

などを実施します。また、計画事業を着実に推進するため、

更なる事務事業の効率化や包括的業務委託の導入などによ

り経費を節減し、 一層の経営基盤強化を図り、施策目標実

現に向けて健全な経営に努めていきます。

我孫子市水道局お客様センター

業務の予定量

区分 平成23年度 平成22年度 対前年度
予定業務量 予定業務量 増減率

給水戸数 5万2253戸 5万 1630戸 + 1.2% 

年間総給水量 1317万2∞Orri 1307万48∞M +0.7% 
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収益的収支 (水道料金収入や水道水を届けるための費用)

会計名 平成23年度 平成22年度 対前年度
予算額 予算額 増減率

水道事業収益 25億2820万円 24億9001万円 + 1.5% 

水道事業費用 24億6569万円 24億 1121万円 +2.3% 

2 

国道6号歪柏

資本的収支(水道施設の建設・改良にかかる収支)

会計名 平成23年度 平成22年度 対前年度
予算額 予算額 増減率

資本的収入 2億 1293万円 2億 1241万円 +0.2% 

資本的支出 9億5077万円 11億2976万円 -15.8% 
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ガソリンスタンド

識孫子〈問い合わせ〉経営課
祖 (7184)0114 


